
 

合
同
総
合
防
災
訓
練
実
施

太
宰
府
市

筑
紫
野
市

発行：筑紫野太宰府消防組合消防本部　　　　 編集 広報委員会　第73号
公式ホームページ http://www.chikuta119.jp/ 　E-mail：cdinfo@chikuta119.jp

平成24年度 全国統一防火標語

消すまでは 出ない行かない 離れない

Vol.73
2012警鐘

け　　い　　　しょう



　平成２０～２２年までの３年間、全国
における失火を原因とした住宅火災４
２，０４０件について、住宅用火災警報
器の設置有無で被害状況を比べると、
住宅用火災警報器が設置されていれ
ば、火災発生時の死亡・損失リスクが
減少することがいえます。

　

こ
の
度
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
及
び
筑
紫
野
消
防
署
は
、新
庁
舎
に
建
て

替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
４２
年
に
建
設
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
お
よ
そ
４５
年
が
経
過
し
、そ
の
間
増

改
築
を
行
い
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、庁
舎
本
体
の
老
朽
化
は

否
め
ず
、今
回
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、消
防
力
の
強
化
は
も
と
よ
り
、地
域
住
民

の
み
な
さ
ま
、来
庁
舎
の
方
々
に
職
員
一
同
、よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。建
設
中
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、平
成
２５
年
３
月
末（
予
定
）に
は
、現
在
の
庁
舎
で
の
業
務
は
終
了

と
な
り
、解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。現
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、同
一

敷
地
内
に
仮
設
庁
舎
を
建
設
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①　

仮
設
庁
舎
運
用
開
始
日
時

　
　
　

平
成
２５
年
４
月
１
日（
月
）午
前
８
時
30
分（
予
定
）

②　

仮
設
庁
舎
所
在
地

　
　
　

現
庁
舎
と
同
一
敷
地
内
で
あ
る
た
め
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

③　

仮
設
庁
舎
で
の
取
り
扱
い
業
務

　
　
　

消
防
本
部
及
び
消
防
署
と
も
従
来
と
同
じ
で
す
。

　
　
　

※
ご
不
明
な
点
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

④　

駐
車
場
に
つ
い
て

　
　
　

仮
設
庁
舎
前
の
緊
急
車
両
の
出
入
り
に
支
障
が
な
い
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
駐

　
　

車
場
と
し
ま
す
。た
だ
し
、来
庁
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
車
両
の
移
動
を
お
願

　
　

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

　
　

承
く
だ
さ
い
。

⑤　

今
後
の
情
報
提
供

　
　
　

今
後
に
お
け
る
庁
舎
建
設
関
係
の

　
　

情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
こ
に

　
　

記
載
さ
れ
て
い
る
庁
舎
建
設
に
関
す

　
　

る
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、そ

　
　

の
他
必
要
な
事
項
な
ど
、当
消
防
本

　
　

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、随
時
更

　
　

新
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、ご
確
認    

　
　 

く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
福
岡
県
に
つ
い
て
は
、平
成

２１
年
６
月
１
日
よ
り
、す
べ
て
の
戸
建
住
宅（
自
動
火
災

報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
共
同
住
宅
を
含
む
。）

が
設
置
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
６
割
が
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、そ
の
発
生
時
間
は
就
寝
中
に
集
中
し
て
お
り
、

そ
の
大
半
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
、火
災
の
発
生
を
早

期
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、警
報
ブ
ザ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、貴
重
な
人
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、消
火
器
に
つ
い
て
は
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、も
し
も
に
備
え
自
主
的
に
設
置
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

現
在
、筑
紫
野
消
防
署
・
太
宰
府
消
防
署
の
職
員
が
管
内
の
戸
建
住
宅

を
訪
問
し
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
確
認
と
、説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。設
置
促
進
の
た
め
、一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
を
住

宅
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

☞

付
け
て
良
か
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
！

☆
消
防
職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
実
施
中

住宅用火災警報器の効果

※平成２３年総務省消防庁データ

＜損害額＞　（1000円/火災１件）

＜住宅火災１００件あたりの死者数＞
（人/火災100件）

☀
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
及
び
筑
紫
野
消
防
署

　

が
、庁
舎
の
建
替
え
に
伴
い
平
成
２５
年
４
月（
予
定
） 

　

仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

 



 

「
防
災
の
日
」で
あ
る
平
成
２４
年
9
月
1

日（
土
）太
宰
府
市
向
佐
野（
県
立
看
護
学

校
跡
地
）に
て
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、両
市
の
区
域
内
に
発
生

す
る
恐
れ
の
あ
る
各
種
災
害
を
想
定
し
、

防
災
関
係
機
関
及
び
に
地
域
住
民
が
連

携
し
て
緊
迫
し
た
実
効
性
の
あ
る
訓
練
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。各
会
場
で
は
、

消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
、警
察
や
自
衛

隊
に
よ
る
各
種
訓
練
、地
域
住
民
に
よ
る

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
る
な
ど
、地
域
と
防

災
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
10
月
２1
日（
日
）、筑
紫
野
市
上
古
賀
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、屋
内
消
火
栓
設
備
及
び
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備（
補
助
散
水
栓
）の
操
作
要
領
と
そ
の
熟
達
を

図
る
た
め
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、男
子
14
チ
ー
ム
女
子
７
チ
ー
ム
の
計
２1
チ
ー

ム
が
屋
内
消
火
栓
の
操
作
要
領
を
訓
練
し
そ
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

く
す
の
郷
、済
生
会
二
日
市
病
院
、太
宰
府
市

役
所
、筑
紫
農
業
協
同
組
合
、筑
紫
野
市
役

所
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ケ
ア
太
宰

府
、福
岡
大
学
筑
紫
病
院

イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
、く
す
の
郷
、光
妙
教

会
、太
宰
府
市
役
所
、筑
紫
農
協
協
同
組
合
、

筑
紫
野
市
役
所
、天
心
園
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
む
さ
し
苑
、日
本
た
ば
こ
産
業（
株
）九

州
工
場
、
阪
和
興
業
（
株
）
九
州
流
通
セ
ン

タ
ー
、日
之
出
水
道
機
器（
株
）福
岡
工
場
、福

岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
、二
日
市
温
泉
長
寿
苑
そ
よ

風
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉

　

平
成
２４
年
８
月
19
日（
日
）、筑

紫
野
市
立
筑
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
筑
紫
野
市
消
防
団
、

平
成
２４
年
８
月
２6
日（
日
）に
県
立

看
護
学
校
跡
地
に
お
い
て
太
宰
府

市
消
防
団
の
夏
季
訓
練
が
そ
れ
ぞ

れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。炎
天
下
の

中
で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
各

分
団
、熱
心
に
取
組
み
、有
意
義
な

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
に
糸
島
市
で
地
震
、津
波
や
原
子
力
災
害
な
ど
を
想
定

し
た「
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
」が
開
催
さ
れ
視
察
に
行
き
ま
し

た
。今
回
は
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
や
除
染
、孤
立
し
た
離
島
か
ら
の
住
民
搬
送
や
津
波
で
発
生
し

た
火
災
の
消
火
訓
練
な
ど
、新
た
な
取
り
組
み
も
数
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
、そ
の
ほ
か
要
援
護
者
の
避
難
支
援
や
愛
護
動
物
の
同
行
避

難
な
ど
住
民
参
加
型
の
訓
練
も
実

施
さ
れ
多
く
の
住
民
が
積
極
的
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。毎
年
こ
の

よ
う
な
訓
練
の
実
施
は
災
害
に
対

す
る
、住
民
の
防
災
に
関
す
る
意

識
の
高
揚
や
知
識
の
向
上
を
図
る

機
会
と
し
て
非
常
に
重
要
で
す
。

自
然
災
害
は
何
時
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
、『
日
頃
の
備
え
が
大
事
』、

地
域
に
即
し
た
訓
練
を
実
施
し
災

害
時
に
備
え
る
事
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。

お
お
や
ま　

    

か 

ず 

み

大
山　

花
司
巳

｛男子の部優勝｝
筑紫農業協同組合

｛女子の部優勝｝
筑紫農業協同組合

原
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
研
修

消
防
団
夏
季
訓
練

し
ょ
う
ぼ
う

だ
ん  

か    

き   

く
ん  

れ
ん

お
く 

な
い 

し
ょ
う

か

せ
ん 

そ
う

ほ
う

た
い
か
い

は
る 

だ

ふ

じ
ん
ぼ
う
か　
　
　
　

け
ん
し
ゅ
う

屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

原
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
研
修

消
防
団
夏
季
訓
練

◆
◇
参
加
事
業
所
◇
◆

第２４回

大 

会 

結 

果

女子の部 男子の部



試
験
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験((

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー)

試 

験 

日　

平
成
２５
年
３
月
３
日(

日)

試
験
種
類　

全
種
類

申
込
受
付　

平
成
２４
年
12
月
２0
日(

木)

〜
１
月
１６
日(

水)
※

電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
　
　
日　

平
成
２５
年
２
月
２
日(

土)
※

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
試
験
前
に
講
習
会(

乙
４
類)

を
実
施

し
ま
す
。講
習
希
望
の
方
は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

防
火
管
理
者
講
習

期
　
　
日　

平
成
２５
年
３
月
１８
日(

月)

、１9
日(

火)

場
　
　
所　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

申
込
受
付　

平
成
２５
年
２
月
１８
日(

月)

か
ら

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

防
火
管
理
者
再
講
習(

日
本
防
火
協
会
主
催)

期
　
　
日　

平
成
２５
年
２
月
１4
日(

木)

場
　
　
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付　

平
成
２５
年
１
月
1５
日(

火)

〜
2
月
1
日(

金)

普
通
救
命
講
習

期
　
　
日　

平
成
２５
年
２
月
16
日(

土)

場
　
　
所　

筑
紫
野
消
防
署

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

行
事
予
定
・
そ
の
他
お
知
ら
せ

消
防
出
初
式(

筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
合
同)

期
　
　
日　

平
成
２５
年
１
月
13
日(

日)

場
　
　
所
　
筑
紫
野
市
立
筑
山
中
学
校

文
化
財
防
火
デ
ー

期
　
　
日　

平
成
２５
年
１
月
２6
日(

土)
※

文
化
財
を
火
災
・
地
震
等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

春
季
火
災
予
防
週
間

期
　
　
日　

平
成
２５
年
３
月
１
日(

金)

〜
７
日(

木)
※

火
災
予
防
の
普
及
を
図
る
た
め
、全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

お
持
ち
の
消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合
は
以
下
の
①
か
ら
③
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。①
、②
の
場
合
は「
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
」

を
指
定
引
取
場
所
あ
る
い
は
特
定
窓
口（
消
火
器
販
売
店
等
）で
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。(（
株
）消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。)

方
法
①　

特
定
窓
口
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る

　
　
　
　

★
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
金
、収
集
、運
搬
、保
管
費
等

　
　
　
　
　

が
か
か
り
ま
す
。

方
法
②　

指
定
引
取
場
所
に
持
ち
込
む

　
　
　
　

★
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

方
法
③　

ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
回
収
を
依
頼
す
る

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
２
０‐

８
２
２‐

３
０
６

　
　
　
　

★
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
金
、運
送
費
が
必
要
に
な
り

　
　
　
　
　

ま
す
。

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
ご
使
用
に
ご
注
意
下
さ
い
！

　

消
火
器
は
高
圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
、製
造
さ
れ
て
い
ま
す

が
、使
用
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
、期
限
内
で
も
腐
食
、キ
ズ
、変
形
し

た
も
の
は
そ
の
圧
力
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。実
際
に
、消
火
器
の
破
裂
に
よ
り
人
身
事
故
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
使
用
や
分
解
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
廃
棄
方
法
に
つ
い
て

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

太
宰
府
消
防
署
に
配
置

さ
れ
て
い
る
救
急
５
号
車

を
一
般
財
団
法
人
空
港
環

境
整
備
協
会
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
、更
新
し
ま
し

た
。最
新
の
車
両
で
い
ち
早

く
現
場
へ
駆
け
つ
け
、最
新

鋭
の
装
備
で
救
命
率
の
更

な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
２４
年
８
月
７

日(

火)

に
第
４１
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大

会
が
東
京
で
開
催
さ

れ
、
九
州
地
区
代
表

で
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

救
出
訓
練
に
出
場
し

た
井
上
チ
ー
ム
が
見

事
、
全
国
大
会
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
８
月
２３
日(

木)

に
筑
紫
野
市
立
竜
岩
自
然
の
家
に
お

い
て
、筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
夏
季
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

両
市
併
せ
て
８３
名
が
参
加
し
、規
律
訓
練
、心
肺
蘇
生
法
や
フ
ァ

イ
ヤ
ー
マ
ン
ズ
リ
レ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。こ
の
研
修
を
通
し

て
、火
災
予
防
の
基
礎
知
識
を
学
び
、防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
学
ん
だ
こ
と
」　
　

　
　
　
　
　
　
　

太
宰
府
徳
正
会　
　
　

近
藤　

諒
介

　

僕
は
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。夏
の
講

習
で
は
、消
防
服
を
着
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、実
際
に
消
火
器
を
使

っ
た
り
と
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
、人
を
助
け
る
た
め
の
方
法
も
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

　

３
、４
年
生
の
頃
ま
で
は
、剣
道
の
仲
間
と
遊
び
半
分
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
で
し
た
。し
か
し
、昨

年
の
東
北
地
方
で
の
震
災
を
見

て
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
重
要

性
が
分
か
り
、真
剣
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
ま
だ
子
供
な
の
で
、実
際

に
人
工
呼
吸
な
ど
し
て
人
命
を
助

け
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、困
っ

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
か

け
て
今
の
自
分
に
で
き
る
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ　　
ざ
い
ふ　
と
く
せ
い
か
い

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修

こ
ん
ど
う　
　

り
ょ
う
す
け
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